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建設フレッシュマンの皆さんは、社会人としてのスタートを切り、希望と
喜びに満ちていることと思います。一方で、学生時代との違いに戸惑いや不
安な気持ちを抱いているのではないでしょうか。

本冊子は、建設フレッシュマンの皆さんにとって、そのような戸惑いや不
安が軽くなって、実際の職場に少しでも早く馴染めるよう、建設業で働く上
で覚えておきたい基本的な事項を説明したものです。
第１部では「社会人としての基本」について、第２部では「仕事の基本」に

ついて、第３部では「建設業の基本」について分かりやすく解説しており、ご
好評を頂いておりましたが、令和４年２月の初版から年数が経過したため、こ
の度、法令改正への対応やデータの更新など所要の改訂を行いました。

皆さんが入職された建設業は、経済の持続的な成長を支えているだけでな
く、国民生活の向上や安全・安心の確保にも貢献しています。特に近年は、地
震や台風、豪雨などの自然災害が各地で猛威を振るう中、最前線で災害対応
を担う「地域の守り手」としての役割も果しています。
建設フレッシュマンの皆さんにも、このような役割を担う人財になってい

ただきたいと願い、本冊子を刊行しました。
本冊子が、建設フレッシュマンの皆さんにとって、立派な社会人、建設業

界人となる一助となれば幸いです。

　令和８年２月
東日本建設業保証株式会社

※本書の内容は、令和７年８月１日現在の法令に基づいております。
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1第 部

社会人としての基本
　第１章　　社会人としての心構え
　第２章　　自己管理



1. 働くことの意味
　内閣府の「国民生活に関する世論調査」によると、働く目的について、約６割の人が「お

金を得るために働く」と回答しています。このように、仕事は生活するための手段であり、

給与などの対価を得るために働いている人は多くいます。

　もちろん、給与などの対価を得ることは、働くことの大切な理由の一つといえます。し

かし、働くことの意味はそれだけではありません。やりがいや成長の実感、社会や他人に

貢献するなど、お金を得るため以外にも、情熱を持って仕事に取り組んでいる人は数多く

います。

　働くことにどんな意味や目的を持つかは、その人が置かれている状況や、将来の夢、願

望などにより大きく異なります。ただし、お金以外の目的も併せて持つことは、継続して

仕事に取り組むための原動力となります。

　働くことの意味に唯一絶対の正解はありません。新入社員の皆さんも、改めて働く目的

について考えてみてください。

＜働く目的＞

0 20 40 60 80 100（％）

6.3%62.9% 10.5%6.9% 13.3%

■ お金を得るために働く
■自分の才能や能力を発揮するために働く

■ 社会の一員として、務めを果たすために働く
■ 生きがいをみつけるために働く　■ 無回答

出典：内閣府「国民生活に関する世論調査」（2024年８月調査）を基に作成

1 働くことの意味、会社とは何か

　人はなぜ働くのでしょうか。生活やお金のため、生きがいのため、社会貢献
のため、あるいは単に仕事が楽しいからなど働く意味や目的は人によって様々
です。ここでは、働くことの意味について考えてみましょう。
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2第 部

仕事の基本
　第１章　　職場の基本
　第２章　　マナーの基本
　第３章　　ビジネス文書の基本



1. マナーとは
　「マナー」という言葉は、一般的には、「態度」や「礼儀作法」という意味で使われ、社

会生活を円滑に行う上で身に付けておくべき行動や立ち居振る舞いのことを指します。

　マナーの本質は、自分以外の他者を意識し、優しさや感謝の気持ちを態度や作法で表現

することです。「自分がされたらどう思うか」「どうしたら気持ちよく過ごせるか」という

視点で、常に想像力を働かせて、相手の立場に立って考えることがマナーの基本です。

＜マナーは誰のため＞

「自分」のため 「相手」のため

「相手のことを考えた言葉」
「相手のためにする行動」「自分が恥をかかないため」

1 社会人としての常識力
　路上や電車内、飲食店、エレベーターなど公共の場では常識ある行動（マ
ナー）が求められます。社会人になると会社の代表として見られるようになる
ので、より一層意識しなければなりません。ここでは、ビジネスマナー以前の
社会人としてのマナーを確認しましょう。
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